
女
で
あ
る
っ
そ
の
内
藤
は
」
令
義
解
抄
本
、
類
聚
三
代
格
抄
本
傷

類
聚
狩
宣
累
々
本
、
大
學
式
、
許
嫁
學
生
式
，
警
士
種
智
院
式
並

序
、
清
行
朝
臣
意
見
十
二
箇
斎
主
、
日
本
書
紀
抄
、
，
離
日
本
紀
抄

豊
本
後
頭
抄
、
績
日
本
後
羊
蹄
、
．
文
徳
實
録
抄
で
、
固
よ
り
王
朝

教
育
史
資
料
の
卒
部
で
は
な
い
が
、
聾
教
育
史
を
修
め
る
墨
生
が
古

書
を
止
む
演
留
用
ざ
し
て
袷
好
の
も
①
で
あ
る
。
　
（
菊
版
九
一
頁

℃
東
京
長
崎
書
店
登
行
、
燈
壼
圓
）
〔
以
上
松
野
〕

　
　
⑳
蒙
古
史
研
究
　
　
　
、
　
　
　
篇
内
　
　
撃
墜

　
故
箭
内
博
士
の
数
々
の
業
績
が
、
博
士
の
高
弟
た
る
岩
井
、
石

田
、
和
田
三
學
士
の
甚
大
な
る
努
力
に
よ
っ
て
千
二
百
頁
力
工
大

な
る
「
蒙
古
史
研
究
」
ミ
な
っ
て
先
般
上
梓
さ
れ
、
吾
人
の
机
上
を

飾
る
事
に
な
っ
た
の
は
、
實
に
近
年
に
於
け
る
塞
外
史
研
究
上

の
大
牧
獲
の
一
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ
今
他
國
の
事
は
措
い
て
陶

は
す
我
國
に
於
け
る
蓑
の
蒙
古
史
⊥
単
管
研
究
の
由
來
を
尋
ぬ
る

に
藷
之
は
決
し
て
古
い
も
の
で
な
く
、
大
艦
に
於
て
明
治
後
期
に
其

端
を
叢
す
る
9
前
之
翰
林
藩
士
文
芸
閣
先
生
が
我
邦
に
來
遊
さ
れ

た
の
は
明
治
三
＋
二
年
の
事
に
し
て
，
か
の
豪
華
元
朝
秘
史
を
我

に
憾
へ
ら
れ
た
の
は
三
十
四
年
暮
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
抑
々

　
　
　
　
　
織
　
　
　
介

我
閾
に
於
け
る
蒙
古
史
研
究
を
し
て
火
援
蔵
せ
し
む
る
緒
ミ
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
遽
に
明
治
四
＋
年
初
頭
故
那
珂
博
t
の
名
著
「
成

吉
銘
旗
實
録
」
の
出
る
に
至
っ
て
果
し
て
新
し
い
飛
躍
が
み
ら
る

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
故
那
珂
博
士
の
勢
業
は
其
以
前
に
も
有

っ
た
が
、
お
實
録
の
猷
現
が
蒙
古
史
研
究
に
勤
し
て
哺
韓
機
を
與

ふ
る
事
に
な
っ
て
此
に
新
し
い
研
究
時
代
が
作
む
出
さ
れ
九
事
は

否
ま
れ
ぬ
事
で
あ
ら
う
。
然
し
不
幸
に
し
て
洞
博
士
は
幾
く
も
な

く
し
て
他
界
さ
れ
た
爲
、
同
博
士
の
事
業
は
再
び
み
る
事
を
得
な

く
な
っ
た
が
、
や
が
て
東
都
に
斯
て
よ
く
此
事
業
を
紹
澄
し
之
を

し
て
第
二
期
の
出
展
を
平
ぐ
る
に
至
ら
し
め
た
人
は
、
乃
ち
故
箭

内
博
士
に
外
な
ら
な
い
。
費
に
故
箭
内
博
士
は
第
…
一
期
蒙
古
史
研

究
家
の
一
入
で
あ
り
、
東
都
に
於
て
先
人
那
珂
博
士
の
よ
き
後
糠

者
で
あ
っ
た
事
は
何
人
も
疑
は
ぬ
所
で
あ
る
◎

　
故
箭
内
博
士
の
研
究
は
本
書
序
文
に
白
鳥
博
士
の
設
か
る
る
如

く
、
叉
故
博
士
の
業
績
の
示
す
如
く
、
確
か
に
蒙
古
－
元
朝
の
制

度
に
閥
適
し
た
方
面
ぐ
」
、
蒙
古
満
洲
を
中
心
・
こ
す
る
歴
史
地
理
的

方
面
ε
が
主
流
々
な
し
て
屠
る
。
後
者
は
故
博
士
が
永
く
満
鐵
歴

史
調
査
部
の
一
員
憎
こ
し
て
研
究
さ
れ
た
爲
の
必
然
的
な
業
績
ミ
も

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
∴
號
　
　
　
一
四
五

（　lg・5　）



　
　
　
　
　
冒
8
　
　
　
　
　
ト
8

　
　
　
　
　
濠
　
　
　
　
ガ

公
無
難
ゐ
ガ
、
其
翻
渡
功
湾
黒
影
嚇
紅
辺
を
致
さ
れ
塵
事
墜
、
発

べ
諏
覇
滋
輩
之
§
欄
孫
課
階
遼
金
品
の
北
謬
論
廷
の
簾
騨
聯
始
ゆ

土
起
、
何
等
か
騰
慰
の
事
鵬
有
の
、
傭
殊
0
施
設
が
惚
鋤
鵜
も
ゐ
べ

壷
起
着
賑
さ
れ
允
嬬
に
外
な
あ
ぬ
ミ
恐
ふ
つ
藍
む
遼
金
元
①
三
四

就
ゆ
元
朝
侭
弛
0
北
歌
請
王
朝
ミ
異
り
給
世
嚇
百
年
槻
編
べ
支
郷

為
孟
を
領
有
せ
る
①
み
な
ら
す
、
響
く
ψ
亜
よ
の
東
歓
迄
を
純
凹

し
旗
事
慧
實
熊
史
上
未
曾
有
の
事
で
あ
っ
允
。
濁
し
て
其
ヰ
竈
砲

窮
す
み
支
那
入
初
め
幾
多
の
異
種
族
に
面
す
る
証
澱
者
ざ
む
て
の

態
度
は
全
然
他
ε
異
る
も
の
が
あ
2
匹
。
、
耗
が
螂
ち
藤
古
を
し

て
急
速
に
強
大
な
ら
も
め
、
曳
同
等
に
急
遽
に
滅
亡
起
試
せ
し
適

た
所
掌
で
あ
乃
。
恐
く
故
箭
内
博
士
は
此
鮎
黛
早
く
着
喫
せ
ら
れ

・
蔭
満
の
制
渡
、
組
織
を
研
究
さ
る
る
に
蓄
つ
た
も
の
で
、
此
方
耐

の
研
究
仁
よ
つ
て
蒙
古
史
の
新
し
歯
解
繹
を
試
み
ん
ミ
さ
著
た
事

態
實
鷲
燗
賑
の
至
り
ミ
云
べ
き
で
億
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
榑
士
は

三
三
を
全
う
せ
す
む
て
道
山
起
噛
せ
ら
れ
轟
爲
に
、
此
方
面
に
於

て
凡
ゆ
る
事
項
の
研
究
を
さ
る
ゐ
蕉
至
ら
す
、
且
礎
っ
て
其
論
蓮

に
慧
憾
な
鮎
が
な
い
で
も
な
い
が
魂
そ
れ
事
事
惰
営
む
を
得
ぬ
蜥

で
あ
ゆ
、
若
ヵ
博
士
叢
も
て
倫
庄
を
曝
け
ら
れ
愚
な
も
藏
、
穿
下
、

　
　
　
　
　
　
　
葎
ナ
六
倦
菱
難
煽
激

や
其
失
磁
÷
扮
翠
鮪
ひ
碍
も
堀
俗
事
嘘
想
・
論
。
総
掘
士
0
研
洗
法

、
購
業
績
捻
み
て
覆
露
都
ゆ
㈱
べ
蟹
瀧
鰹
齪
迦
楽
義
ぺ
㌔
ル
て
費
縛
蜘

労
艘
を
器
品
西
簸
章
の
粘
講
よ
南
単
向
①
使
用
迄
細
心
の
轄
意
々

挑
ひ
寸
分
0
照
も
な
か
や
南
方
で
あ
っ
旗
。
散
鳴
泊
鳥
薄
襟
の
君

の
如
風
、
天
馬
箆
を
温
く
奇
警
急
増
の
斜
な
児
も
九
な
い
代
諸
撚

穏
健
蔦
し
て
年
端
を
失
せ
す
趣
く
迄
も
確
實
さ
を
以
て
貫
か
れ
九

勿
論
そ
0
論
議
0
法
が
完
ゑ
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
み
る
愚
輩
よ

っ
て
異
見
も
あ
り
」
・
或
嚇
派
の
研
究
嫁
か
ち
急
物
足
ら
ぬ
憾
み
を

懐
か
る
る
に
せ
よ
、
其
眞
塾
な
励
慌
瑚
急
熱
叢
鋤
む
て
億
吾
入
慧

満
鰹
の
敬
意
を
溶
す
る
0
で
あ
っ
て
、
介
爾
、
よ
南
多
く
個
々
功

史
實
の
究
明
を
必
要
輩
す
る
蒙
古
史
乃
至
塞
外
炭
研
究
に
は
か
曇

る
態
度
こ
そ
當
を
得
喪
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
こ
そ
初
あ
て
眞
湘

の
把
腿
起
魍
難
な
み
塞
堺
史
工
一
大
光
明
を
繁
し
得
る
も
の
で
あ

る
ミ
考
へ
み
の
で
濁
る
。
か
か
る
條
件
の
下
墨
作
ち
れ
た
洛
種
の

署
作
〇
一
括
上
梓
さ
九
た
の
が
本
諮
薫
外
な
ら
ぬ
。

　
さ
て
本
書
は
、
倦
頭
に
著
者
の
小
照
及
び
傅
記
を
載
せ
て
》
、
の

人
ε
な
り
を
訪
彿
せ
し
め
，
次
に
著
蓮
写
録
を
掲
ぴ
て
，
糊
治
三

十
五
年
孟
吻
次
正
牽
四
奮
輩
至
る
葡
級
二
十
五
年
心
切
著
書
論
亥

（i．王姦6）



闘
十
三
篇
の
月
録
を
記
し
、
加
ふ
る
に
遣
稿
擦
録
を
黒
む
て
、
陶

窯
に
故
博
士
が
三
生
を
蒙
古
史
研
究
に
委
ね
ら
カ
た
か
を
一
目
瞭

然
た
ら
し
め
、
そ
ぞ
ろ
に
敬
震
の
念
禁
じ
あ
へ
ぬ
も
の
が
あ
、
る
。

次
に
載
せ
ら
れ
た
白
鳥
市
村
爾
簿
士
の
序
文
は
、
名
は
序
文
ミ
難

そ
れ
槍
罷
…
個
の
研
究
論
文
ミ
し
て
東
洋
史
二
童
謡
は
豪
古
史
研

究
の
指
針
た
る
も
の
で
、
亦
必
談
の
文
ミ
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
而

し
て
本
篇
一
千
頁
は
、
凡
例
に
よ
っ
て
知
る
如
く
、
碧
雲
臓
凡
て

探
録
さ
れ
す
、
叉
麟
黒
黒
書
論
文
四
十
三
篇
の
中
箪
行
本
及
び
他

の
墨
者
ミ
の
共
著
に
係
る
も
の
、
協
聞
研
究
の
一
部
を
な
せ
る
も

の
、
叉
は
他
日
改
訂
公
表
を
約
さ
れ
し
も
の
は
凡
て
省
い
て
二
十

篇
、
及
び
附
録
二
篇
計
二
十
二
篇
を
牧
め
て
あ
る
。
何
れ
も
故
博

士
の
心
血
塑
そ
そ
か
れ
た
珠
玉
の
名
篇
で
、
大
正
三
年
三
月
東
洋

翌
翌
に
掲
載
の
「
盛
観
第
三
衛
名
辮
考
」
よ
り
年
次
を
魑
う
て
大
正

＋
四
年
＋
二
月
白
墨
博
士
蓬
潜
記
念
東
洋
史
論
叢
所
載
の
「
蒙
古

騰
馬
宴
忘
只
孫
宴
」
に
至
る
二
＋
篇
ミ
「
成
吉
饗
膳
」
、
「
元
の
世
禮

ミ
庸
の
太
宗
し
ぐ
』
の
二
入
物
評
論
ミ
が
そ
の
内
容
を
な
す
の
で
あ

っ
て
、
云
は
藪
大
正
三
年
よ
り
以
後
の
大
正
年
間
に
於
け
る
博
士

の
論
文
集
に
外
な
ら
す
、
鍛
も
よ
く
博
士
の
研
究
の
實
禮
を
語
る

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

も
の
で
あ
る
。
介
其
個
々
の
論
文
の
紹
介
絃
紙
面
の
許
さ
れ
ぬ
屠

で
あ
る
が
，
二
三
，
淺
平
な
る
懸
人
の
氣
付
い
た
所
を
埋
る
事
を

許
さ
る
み
な
ら
ぜ
、
第
こ
の
「
成
吉
慰
撫
の
満
洲
忽
略
に
醐
す
る

二
三
の
研
究
」
は
金
宋
満
洲
の
事
情
を
探
る
指
針
で
あ
っ
て
満
洲

歴
史
地
理
第
二
巻
所
載
の
「
束
眞
圃
の
幽
霊
」
、
こ
姉
妹
篇
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
東
糞
襯
の
轡
型
に
豪
い
て
、
池
内
博
士
は
束

夏
國
の
名
残
を
畢
け
て
論
雫
さ
れ
允
が
、
果
し
て
何
れ
を
是
ミ
す

　
べ
き
か
俄
か
に
定
め
得
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
三
の
「
元
初

史
實
解
髪
三
則
」
の
中
成
吉
思
汗
の
終
焉
の
地
を
溝
水
管
鮒
興
言

「
さ
れ
た
の
は
袋
當
な
考
で
あ
ら
う
心
逸
翅
五
・
六
の
三
篇
は
一
時

論
雫
の
的
ミ
な
っ
た
鮎
軍
に
蘭
係
の
も
の
、
鍵
田
博
士
松
井
學
士

ミ
の
論
箏
は
翁
世
人
の
記
憶
に
新
な
る
所
、
後
鳥
山
學
士
も
之
に

馬
革
す
る
叫
文
を
鳩
さ
れ
た
が
、
果
し
て
故
博
士
の
力
説
さ
る
る

如
く
解
し
て
差
支
な
き
や
は
禽
後
考
を
要
す
る
事
ミ
思
は
れ
る
。

第
八
の
「
元
朝
陸
墨
考
」
第
九
の
「
元
朝
就
櫓
の
三
階
級
」
の
こ
欝
欝

故
博
士
の
學
位
論
文
の
主
楽
々
な
す
も
の
ミ
如
く
り
非
常
な
勢
作

で
あ
る
が
、
暦
人
拡
雫
失
禮
．
博
士
の
読
に
承
服
し
か
ね
る
所
が

、
あ
み
。
そ
池
拡
元
朝
の
漢
人
玉
人
に
謝
す
る
態
度
起
關
…
む
て
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
静
鍋
十
六
巷
　
駕
叩
一
號
　
　
　
｝
凶
凹
七

（．T4，7）



　
　
　
　
細
　
　
　
介

っ
て
、
・
吾
人
は
元
朝
は
色
同
入
漢
人
は
穂
擾
遇
し
た
れ
．
・
耳
垂
に

毒
し
て
は
例
外
有
り
議
場
へ
、
爵
主
義
ざ
も
沈
侭
徹
底
的
抑
歴
の
態

度
を
以
て
の
ぞ
ん
だ
も
の
芝
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
、
こ
の
黙
博
士

の
説
に
直
ち
に
賛
成
し
得
な
い
の
を
慧
憾
ε
す
る
。
第
十
の
ク
リ

ル
タ
イ
の
研
究
第
十
五
の
斡
耳
朶
の
研
究
は
蒙
古
國
家
構
成
を
知

る
べ
き
早
場
で
あ
り
、
且
又
風
俗
織
笠
の
研
究
上
よ
り
も
看
帯
し

得
な
い
竜
の
で
あ
る
。
之
を
寵
し
籏
め
て
遼
金
等
の
部
族
に
於
け

る
事
ε
此
較
す
る
時
“
暦
よ
く
這
般
の
事
情
が
軍
略
か
に
な
る
ミ

思
ふ
。
第
＋
三
の
鍵
靱
考
は
蒙
古
族
の
種
族
研
究
上
必
護
の
文
で
、

延
い
て
北
方
種
族
研
鈍
の
入
門
ミ
幕
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。

第
十
六
の
「
元
代
の
官
制
・
こ
兵
制
」
に
就
い
て
考
ふ
る
に
、
中
書
が

・
憎
般
行
政
の
墨
型
こ
な
り
、
爾
書
が
特
に
財
政
の
府
ミ
な
り
、
r
門
下

の
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
低
榑
士
の
論
の
如
く
元
朝
の
特
徴
で
あ

る
が
師
然
も
此
事
は
同
時
に
君
主
專
制
の
實
を
語
る
に
外
な
ら
す

や
が
て
明
溝
に
至
っ
て
は
三
省
共
に
慶
せ
ら
れ
、
六
部
が
長
官
ざ

し
て
天
子
に
直
言
す
る
に
及
ん
で
君
主
調
革
は
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
然
あ
ば
此
舗
ま
り
も
て
元
仁
嘗
制
の
憂
化
は
特
《
注
意
す
べ

き
で
あ
る
ま
い
か
、
こ
思
ふ
り
第
十
八
の
、
「
元
朝
牌
符
考
」
に
異
い

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
一
號
　
　
　
｝
四
入

て
は
近
時
綱
田
博
士
の
新
研
究
が
な
さ
れ
て
居
る
事
を
特
に
附
け

加
へ
て
讐
衣
蕨
讐
見
ゆ
・
二
言
人
物
評
込
呈
し
翠

煙
有
る
も
の
で
あ
る
が
。
博
士
は
成
吉
思
汗
を
少
し
く
辮
護
さ
れ

過
ぎ
た
る
感
あ
り
、
梁
世
租
は
本
質
的
に
唐
太
宗
よ
り
は
優
れ
る

入
物
ミ
思
惟
さ
れ
得
る
如
く
解
さ
る
る
以
上
、
さ
れ
位
太
宗
に
私

淑
も
た
か
憾
下
々
に
論
じ
醤
ぬ
で
は
な
か
ら
う
か
ミ
調
号
ふ
の
で

あ
る
。

　
以
上
二
三
吾
入
の
氣
附
い
た
所
を
記
し
て
本
篇
の
紹
介
に
代
へ

た
が
、
固
よ
り
淺
墨
の
見
故
博
士
の
高
詮
を
云
々
す
る
に
窮
す
、
博

士
の
諸
論
文
の
贋
値
は
愈
々
高
い
事
を
承
知
さ
れ
度
い
ミ
思
ふ
。

而
し
て
本
書
は
外
篇
ざ
し
て
市
村
博
士
の
　
，
元
朝
の
實
録
及
び
経

世
大
典
に
就
き
て
し
の
一
文
、
松
井
學
士
の
蹟
文
あ
り
、
最
後
に

編
者
の
鱒
作
に
か
Σ
る
「
元
早
漏
．
究
資
料
並
に
参
考
書
著
録
」
を
附

せ
ら
る
る
に
至
っ
て
は
、
更
に
其
勢
を
多
ざ
す
る
も
の
で
↓
至
れ

り
盤
せ
り
の
親
切
は
宋
尾
の
索
引
S
共
に
、
夏
に
吾
人
を
稗
幽
す

る
所
幾
何
な
る
を
知
あ
ぬ
有
様
で
あ
る
。

　
思
ふ
に
此
一
書
懲
或
意
味
に
於
て
元
史
研
究
の
縮
圖
で
あ
っ
て

首
尾
一
貫
し
櫛
型
古
史
そ
の
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
麻
垂
の
論

（K8）



文
が
多
方
面
に
亙
れ
る
を
以
て
仔
細
に
之
を
み
る
時
ト
各
方
面
の

研
究
上
の
唾
示
を
得
る
事
多
く
、
や
が
て
こ
れ
が
機
影
ε
な
っ
て

今
後
新
研
究
の
績
出
す
べ
き
は
火
を
繋
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る

噛
こ
思
ふ
。
い
さ
さ
か
蕪
蹴
を
つ
ら
ね
て
本
書
の
紹
介
に
代
ふ
。
願

《
は
江
湖
の
諸
士
一
本
を
左
右
に
備
へ
ら
れ
ん
事
を
。
（
刀
江
書
院

獲
行
。
定
償
八
十
）
〔
鴛
淵
〕

　
、
＠
甜
馴
至
要
修
善
地
理
學
論
叢
’

　
我
が
京
都
聖
意
大
嘗
文
墨
部
地
理
璽
教
室
並
び
に
理
墨
部
地
質

・
學
難
物
嬰
教
室
の
創
始
者
ざ
し
て
多
年
學
界
に
貢
献
せ
ら
れ
た
小

川
琢
治
博
士
は
昭
和
五
年
己
巳
、
五
月
二
十
八
臼
、
還
暦
の
壽
を

迎
へ
ら
れ
た
。
因
て
僚
友
門
下
生
相
集
り
、
琴
座
の
賀
會
を
開
き

贈
る
に
三
富
禽
像
ε
記
念
論
文
集
ミ
を
以
て
し
た
が
、
論
文
集
の

零
せ
ら
る
る
に
當
り
、
稿
を
屈
す
る
者
、
限
界
の
樫
威
を
網
羅
す

る
賀
に
五
十
有
五
人
、
科
は
文
・
理
を
分
ち
、
蒐
録
部
を
殊
に
し

各
々
貰
製
を
な
し
馬
繋
や
上
梓
襲
刊
の
蓮
び
に
至
る
．
、

　
本
志
は
即
ち
丈
科
系
統
の
論
文
二
十
六
篇
を
蒐
集
し
た
も
の
で

四
六
倍
判
鯉
千
六
＋
四
頁
の
禁
男
一
巻
頭
に
小
川
博
士
還
暦
の
照

影
を
掲
げ
一
次
に
簿
士
の
著
作
表
（
翠
行
本
、
論
文
、
鰍
文
著
蓮

　
　
　
　
翻
　
　
　
介

目
録
）
を
載
せ
て
み
る
。

　
各
論
文
の
題
目
、
筆
者
及
び
其
内
容
を
簡
盟
に
紹
介
す
れ
ば
、

《
支
那
古
代
の
稻
米
罪
作
考
L
（
附
崎
文
夫
）
支
那
古
代
に
於
け
る
稻

米
の
用
途
－
こ
し
て
飯
用
，
薦
新
の
儀
用
、
飲
用
（
酒
）
、
差
食
用
等

を
沸
け
，
其
玉
作
地
域
を
論
じ
、
西
晋
・
北
魏
に
於
け
る
偽
作
の

問
題
に
及
べ
る
も
の
。
「
入
文
傳
播
に
潤
す
る
一
考
察
」
《
喜
田
貞

吉
博
士
）
過
去
に
於
け
る
文
化
傳
播
の
遅
延
は
閉
し
も
僻
阪
の
地

交
通
不
便
等
の
地
理
的
原
困
の
み
に
依
り
尊
志
す
可
き
に
聾
す
、

古
俗
保
存
等
の
特
殊
塁
壁
に
も
起
因
す
る
こ
ミ
を
京
都
、
奥
名
等

の
例
を
引
い
て
立
蔑
し
て
み
る
。
　
「
古
丈
爾
書
に
塗
す
る
ご
一
の

小
研
究
」
へ
立
田
喜
一
郎
）
経
典
平
文
の
序
録
の
解
繹
、
宋
の
灘
幣

信
が
書
古
文
訓
に
用
ひ
た
隷
嘉
定
倫
書
の
眞
僑
に
關
す
る
考
察
。

「
讃
岐
の
人
口
稠
密
な
る
原
因
の
一
部
に
就
て
」
（
寺
田
貞
次
）
交
遽

路
繍
係
よ
り
文
書
の
嚢
藩
殊
に
佛
敏
の
脇
通
よ
り
民
衆
の
指

導
的
立
楊
に
在
っ
た
高
僧
の
叢
娼
、
又
地
形
の
臨
池
上
よ
の
古
昏

惑
瀧
用
溜
池
の
護
達
等
を
暴
け
、
此
等
地
人
相
㎜
開
の
理
法
よ
り
今

測
の
人
ロ
稠
密
を
將
來
せ
る
も
の
な
り
一
こ
結
ん
で
み
る
。
「
公
羊

疏
作
者
時
代
考
」
（
狩
野
直
喜
博
士
）
十
三
読
響
疏
の
中
で
、
誤
解

　
　
　
　
　
　
　
餓
謝
十
山
ハ
偽
瞭
　
　
第
」
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囚
囲
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